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サ
上
上
田
病
院
か
ら
池
田

骨
設
住
宅
入
口
ま
で
を
舗

池
通
装
工
事
い
た
し
ま
す

ハ
交
の
で
、
つ
ぎ
の
期
間

-
E
q
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心
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1月のメモ

5日=モーターボート
第一節 (8日まで)

8日=消防団出初式

1 5日君成人式

1 6日=市民税第4期
分納期
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
く
に
本
年

は
、
わ
が
大
村

市
も
市
制
施
行

満
二
十
年
を
迎

え
ま
し
て
成
人

大
村
市
長

大
村
純
飢
わ
い

新
年
明
け
ま
し
て
治
め
で
と
う
ご

ぎ
い
ま
す
。

本
年
も
よ
い
年
で
あ
る
こ
と
を
心

か
ら
祈
り
友
が
ら
大
村
市
の
発
展
の

た
め
に
、
市
民
の
幸
福
の
た
め
に
最

善
の
努
力
を
傾
注
す
る
覚
悟
で
あ
り

ま
す
。

と
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

国
や
県
の
治
世
話
に
ば
か
り
な
ら

十
に
白
か
ら
の
力
で
、
自
主
的

K
発

展
の
道
を
遇
進
す
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
国
は
所
得
倍
増
計
画
を
た
て
、
工

市
内
黒
木
郷
、
郡
川
上
流
に

建
設
中
の
萱
瀬
ダ
ム
が
完
成
、

昨
年
十
=
月
八
日
峻
工
式
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
式
は
佐
藤
長
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査瀬に多目的ダムが完成

ンを貯水300万

写
真
上
H

完
成
し
た
ダ
ム
の
全
景

下
H

水
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が
放
流
管
か
ら
勢
い
よ
く
流
れ
出
る
と
こ
ろ

. . . . 
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崎
県
知
事
を
は
じ
め
、
地
元
大

村
市
長
ら
関
係
者
約
三
百
名
が

出
席
し
て
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
午
前
十
時
三
十
分
佐
藤

知
事
が
ダ
ム
中
央
ゲ
l
ト
の
開

閉
装
置
の
開
門
ボ
タ
ン
を
押
す

と
同
時
に
水
は
放
流
管
か
ら
奔

流
し
は
じ
め
ま
し
た
。

式
後
、
記
念
行
事
と
し
て
ニ

百
年
来
の
伝
統
帯
誇
る
田
下
浮

立
の
出
演
で
、
竣
工
式
に
精
彩

を
添
え
ま
し
た
。

と
の
あ
と
中
央
公
民
舘
で
祝

賀
式
が
行
な
わ
れ
、
ダ
ム
の
建

設
に
よ
り
家
屋
、
土
地
を
提
供

さ
れ
た
か
た
、
お
よ
び
建
設
に

協
力
さ
れ
た
か
た
が
た
に
県
知

事
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

洪
水
調
節
な
ど
大
き
な
役
割
り

三
万
ト
ン
で
、
か
ん
が
い
面
積

は
三
百
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
上
水

道
用
水
は
毎
日
一
万
二
千
ト
ン

場
供
給
、

洪
水
調
節
は
毎
秒
百

八
十
五
立
万
メ
ー
ト
ル
で
す
。

本
年
三
月
に
は
リ
モ
コ
ン
式

(
遠
隔
操
縦
式
)
で
操
作
す
る
ゲ

ー
ト
(
開
閉
門
)
の
開
閉
装
置

無
鱈
股
置
な
ど
の
管
理
事
務
所

が
完
成
し
ま
す
の
で
、
四
月
か

ら
本
格
的
に
貯
水
、

洪
水
調
節

か
ん
が
い
に
大
者
な
役
割
り
を

果
た
す
と
と
に
な
り
、
大
村
市

発
展
の
原
動
力
と
も
な
り
ま
す

j前
i夢i

み
な
さ
ん
も
正
月
に
は
、
い

い
初
夢
を
見
ら
れ
る
乙
と
と
思

い
ま
す
。
初
夢
の
縁
起
は
ず
い
分
古
い

も
の
で
す
d

。
西
行
法
師
の
山
家

一集
に
「
年
暮
れ
ぬ
春
く
べ
し
と

は
恩
ひ
寝
の
正
し
く
み
え
て
か

な
ふ
初
夢
」
と
あ
り
ま
す
が
、

西
行
が
う
た
う
以
前
か
ら
と
の

風
習
は
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

初
夢
に
よ
い
夢
を
見
る
た
め

に
宝
船
を
批
の
下
に
敷
い
て
寝

た
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
乙
れ
は

室
町
時
代
か
ら
行
な
わ
れ
、
将

軍
も
と
れ
そ
敷
い
て
寝
た
乙
と

が
あ
る
そ
う
で
す
。

と
の
宝
船
に
七
福
神
や
太
公

業
を
中
心
に
農
業
、
漁
業
の
近
代
化
じ
て
お

b
ま

す

。

て

治

り

ま

す

。

を
期
し
て
、
所
得
格
差
是
正
の
た
め
そ
こ
で
、
今
後
に
描
く
夢
を
申
し
以
上
が
わ
た
し
の
夢
で
あ
り
、
ま

に
、
地
方
開
発
を
積
極
的

K
お

し

す

述

べ
て
み
ま
す
と、

大
村
湾
を
取
り
た
理
想
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ

す
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
わ
た
し
ま
く
地
点
に
工
業
地
帯
を
つ
く
り
、
た
こ
と
を
一
つ
一
つ

実
現
さ
せ
て
い

た
ち
の
郷
土
は
日
本
の
最
西
端

K
位
こ
れ
を
北
九
州
工
業
地
帯
と
の
つ
な
く
手
段
と
し
て
、
昨
年
、
大
村
東
彼

が
り
を
も
た
せ
る
一
策
と
し
て
、
ま
地
域
総
合
開
発
協
議
会
を
設
け
、
各

路
震
際
陸
蕗
髭
草
署
長
霊
長
軽
装

E
E布
十
高
速
道
路
を
建
設
し
、
長
崎
弘
樹
よ
方
面
に
協
力
を
呼
び
か
け
、
努
力
い

臨
時
煎
晴
樹
緋
平
一
一
旬
糠
び
北
九
州
工
業
地
帯
と
短
い
時
間
で
た
し
て
治
る
わ
け
で
あ

b
ま
す
。

仰
向
畿
絞
初
戦
剥
叡
紋
初
耕
親
機
握
手
す
る
こ
と
を
考
え
-
な
け
れ
ば
な
さ
ら
に
飛
躍
す
る
基
礎
力
と
取
る

ら
在
い
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
も
の
に
、
本
年
四
月
開
校
さ
れ
る
県

I
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PAAAAd

と
く
に
本
市
は
農
業
都
市
と
し

τ
立
大
村
工
業
高
校
が
あ
り
、
ま
た
、

3
E句
二
送
還
り
首
-E
童佐一

〆
t
j
J
F
W
H
t
v
V
7
E
H
M
U，
h
H
A
J
Q

コA
リ

却

も

、

よ

い

条
件

K
恵
ま
れ
て
お
り
ま
市
民
皆
様
も
ご
存
じ
の
萱
瀬
グ
ム
が

す
の
で
、
本
年
か
ら
十
・
カ
年
を
目
標
完
成
し
、
大
き
く
仲
び
る
た
め
の
推

置
し
、
消
費
地
に
速
く
、
し
か
も
外

K
、
相
橘
九
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
増
植
進
力
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す

海
を
持
た
な
い
最
悪
の
条
件
下
に
あ
と
畜
産
振
興
と
し
て
優
良
家
高
の
導
'

今
年
こ
そ
持
て
る
力
を
じ
ゅ
う
ぶ

り
ま
す
が
、
い
い
面
と
し
て
は
豊
富
入
六
千
七
百
七
十
-
凱
を
計
画
し
、
こ
ん
に
活
用
し
、
市
民
こ
ぞ
っ
て
大
い

な
工
業
用
水
と
広
大
な
土
地

K
恵
ま
れ
ら
生
産
物
の
加
工
場
を
併
設
し
て
忙
笑
う
豊
か
な
年
に
し
た
い
と
念
願

れ
て
い
る
こ
と
は
守
男
崎
県
下
で
は
農
家
所
得
を
年
間
五
十
五
万
円
程
度
い
た
す
次
才
で
あ
り
ま
す
。

他

の

ど

こ

よ

り

も

誇

っ

て

い

い

と

信

に

引

上

け

る

よ

う

に

し

た

い

と

考

え

〔

写

真

は

大

村

市

長

〕

と
の
ダ
ム
は
洪
水
調
節
、
か

ん
が
い
、
上
水
道
用
水
の
三
つ

の
目
的
を
も
っ
た
多
目
的
ダ
ム

で
、
県
が
昭
和
三
十
四
年
十
二

月
本
工
事
に
着
手
、
総
工
費
八

億
三
千
五
百
万
円
で
完
成
し
た

も
の
で
す
。

乙
の
ダ
ム
は
県
下
最
大
の
も

の
で
、
ダ
ム
の
型
式
は
溢
流
型

直
線
軍
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
で
、
堤
高
五
十
一
メ
ー
ト
ル

堤
一
天
端
延
長
百
七
十
五
メ
ー
ト

ル
、
堤
体
積
八
万
一
千
四
百
立

万
メ
ー
ト
ル
、
総
貯
水
量
三
百
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望
の
乗
っ
た
よ
う
す
を
描
い
た

絵
の
乙
と
で
す
。
絵
の
上
に
は

「
な
か
き
よ
の
と
お
の
ね
ふ
り

の
み
な
め
ざ
め
な
み
の
り
ふ
ね

の
お
と
の
よ
き
か
な
」
と
い
う

回
文
(
上
か
ら
も
下
か
ら
も
同

じ
乙
と
ば
に
な
る
文
章
}
の
歌

が
響
い
て
あ
り
、
と
れ
を
一
一
一
度

続
ん
で
寝
る
と
良
い
夢
辛
み
て

事
運
か
お
と
ず
れ
る
と
い
い
伝

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
東
京
で

は
明
治
三
十
年
ご
ろ
ま
で
元
自

の
夜

「お
た
か
ら
お
た
か
ら
」

と
い
っ
て
と
れ
務
売
り
歩
く
風

習
が
あ
り
ま
し
た
。

初
夢
経
み
る
「
時
」
で
す

γ

と
れ
に
は
い
ろ
い
ろ
の
説
が
あ

り
ま
す
。
鎌
倉
酔
代
に
は
節
分
の
夜
か

ら
立
春
の
明
け
方
ま
で
に
み
る

夢
を
い
い
、
元
禄
ど
ろ
に
は
除

夜
の
暁
に
か
げ
て
み
広
夢
春
初

夢
と

νν
ま
し
た
。
江
戸
時
代

に
は
関
西
地
方
で
は
節
分
の
夜

ま
た
陪
立
春
の
明
付
万
の
夢
を

い
い
、
関
東
却
方
で
は
大
み
そ

か
の
夜
わ
夢
、
天
明
ご
ろ
に
は

ニ
自
の
朝
の
夢
を
い
っ
た
そ
う

で
す
。
か
ま
で
は
一
般
に
二
自

の
夜
み
る
夢
券
相
夢
と
い
っ
て

い
ま
す
e

初
夢
の
最
上
吉
は
ご
富
士

ニ
鷹
一
ご
茄
子
(
な
す
び
ど
と
い

わ
れ
て
い
1

ま
す
ぞ
と
れ
が
ど
う

し
て
吉
夢
で
あ
る
か
と
い
1

う
と

と
怯
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

嬉
揖
笑
質
(
喜
多
村
信
節
著
、

随
筆
と
辞
書
亭
兼
ね
た
害
物
)

に
陪
「
思
う
に
富
士
山
口
高
大

雫
ふ
ろ
と
ひ
、
鷹
制
執
鳥
K
て

う
ち
つ
か
み
と
る
と
い
う
器
、

茄
子
は
な
す
な
る
と
い
う
を
成

の
意
に
祝
し
た
る
か
」

F
函
て

い
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
説
が

あ
る
よ
う
で
す
。

い
い
初
夢
で
、
今
年
も
楽
し

い
明
る
い
年
を
お
く
つ
て
く
だ

さ
い
。



山
選
挙
管
理
不
凶
ム
百
七
は

都
ム
ロ
に
よ
り
知
焔
ず
る
ζ
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集員

ト
デ
!
崎
パ
ド
執
'f
出
札
内
六
み

a
u
f
-和い
L
H
1
仰
い
い
弘
山
作
'

t

7

J

3

ヘ
」
一
時
集
人
民
児
女
若
干
名
ム
年
令
十
七
才
l
一
一
十
五
J

ム
M
M
用
期
間
一
月
八
け
か
ら
一
J

月
一
日
十
八
日
ま
で
(
乙
の
期
間
は
事
務
M

問調
の

弘
合
有
す
る
者
向
L

川
¥
一
子
山
げ
に
だ
ま
ん
川
川
弘
以

iι
山
小

-hLど
も
の
ア
月
一
付
M
M
悩
な
人
。
ム
希
望
者
は
ペ
ン
礎
自
飛
胞
抵
世
持
容
の
上
一
月
五
日
午
前
十
時
ま
で
に
選
特
単
務
同
'
市
復
附
一
朗
)
へ
お
い
で
く
だ
さ
い。
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県
立
工
業
高
等
学
校
の
設
置

川

が
昨
年
九
月
決
定、

昭
和
三
十
川

六
年
度
か
ら
四
カ
年
計
画
で
旧

w

判
九
空
臓
内
大
村
牧
容
…間
前
の
市
有
…

i

』

ト
ム
地
に
昨
年
十
月
か
ら
建
設
が
は
川

判
明
~

じ
ま
り
ま
し
た
。

全
体
計
画
は

¥
ノ

臨
機
、
機
械
、

化
学
工
業
の
三

イ
し
}
料
、
二
十
七
学
級
で
、
総
工
費
川

:

1

 

4
匂
ハ
二
倍
五
千
万
円
で
す
。
本
年
度
川

frは
さ
し
あ
た
り
十
八
学
級
で
発
川

Jt
F
足
、
本
年
三
月
完
成
し
、
四
月

川

平
戸
民
か
ら
開
校
し
ま
す
。

;

'
 

A
-
-

-

ん
と
れ
は
県
が
県
内
に
工
業
高

山

一
」

校
二
校
梧
建
設
す
る
と
と
に
な
叩

り
そ
の
一

一肢
が
大
村
に
設
置
さ

川

れ
る
乙
と
に
な
っ
た
も
の
で
す

(写
真
は
建
設
中
の
工
業
高
校
)
川

一執
行
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
県
一
区
域
が
設
更
に
な
っ
た
関
係
区

，
知
事
、
県
会
議
員
補
欠
選
挙
か
ら
一
の
人
は
、
投
票
所
を
お
間
違
い
に

基
本
選
挙
人
名
簿
の
登
録
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目

せ 下

ん。 町田
域

人
員
は
一一
一
万
ニ
千
四
百
人

選挙人名怨登録人員数

(昭36、12、20確定)

昭
和
三
十
六
年
九
月
十
五
日
現
在

で
調
製
し
ま
し
た
基
本
選
挙
人
名

簿
の
登
録
人
員
数
が
確
定
し
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
名
簿
は、

今
年
執
行

さ
れ
る
県
知
事
選
挙
、
県
議
会
議

員
補
欠
選
挙
お
よ
び
参
議
院
議
員

選
挙
な
ど
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

投
票
区
を
増
設

区
域
の

一
部
を
変
更

従
来
の
投
票
区
の
区
域
中
、
新
た

に
一
…世田
町
区
争
地
設
し
て
、
つ
ぎ

の
と
お
り
区
域
を
一
部
変
更
い
た

し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

な
お
、
今
年
二
月
二
十
五
日
に

(才305号)

六
時
一
一
一
十
分
J
八
時
三
十
分
)

ム
申
込
資
格
市
内
在
住
の
男

女
(
職
業
年
令
は
と
い
ま
せ

ん
)

ム
申
込
期
日
一
月
十
日
ま
で

中
央
公
民
館
に
申
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

ム
受
講
料

不
要

ム
講
師

椎

葉
一

木
先
住
(
県

展
日
本
画
審
査
委
員
)

ム
修
了
証
書
を
お
わ
た
し
し
ま

す。

か
た
は
安
心
し
て
早
自
に
警
察

署
に
回
け
て
く
だ
さ
い。

(大
村
密
察
署
)

ふ
ん
尿
汲
取
料
金

一
月
か
ら
改
正

り

成
人
学
級
を
開
講

ふ
ん
尿
吸
取
料
金
が
一
月

一

日
か
ら
つ
ぎ
の
よ
う
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
皆
様
の
ご
協

力
そ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ム
小
口
政
鎮
量

u
一
回
の
牧
集

量
が
百
八
十
リ
ッ
ト
ル
未
満

の
も
の

新
料
金

十
八
リ
ッ
ト
ル
に
つ

き
二
十
円
(
旧
料
金
三
十
六
リ

ッ
ト
ル
に
つ
き
二
十
五
円
)

ム
大
口
収
集
量

H
一
回
の
収
集

量
が
百
八
十
リ
ッ
ト
ル
以
上

の
も
の

新
料
金
十
八
リ
ッ
ト
ル
に
つ

き
十
五
円
(
旧
料
金
三
輪
車

一
台
分
千
ご
百
リ
ッ
ト
ル
の
も

の
六
百
円
、
千
八
百
リ
ッ
ト
ル

の
も
の
八
百
円
)(
保
険
衛
生
課
)

よ

同
央
公
民
舘
で
は
つ
ぎ
の
と

お
り
成
人
学
級
老
開
講
い
た
し

ま
す
の
で
、

希
望
者
は
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

ム
内
容
日
本
画
入
門
の
講
習

会
ム
場
所
中
央
公
民
館

ム
期
間
一
月
十
八
日
か
ら
ニ

月
末
日
ま
で

(
毎
週
月
暗
目
、
木
隠
日
午
後
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場棚

一一一一一
一一
地

下

資

源

の

開

発

一一一一一一一一
一

印

耐
火
粘
土
の
採
掘

似

地

下
資
源
の
開
発
と
し
て
雄
ケ
一
さ
れ
て
お
り
、

毒

工

業
に
お
け

な
原
耐
火
粘
土
の
採
掘
が
進
め
ら
れ
一
る
生
産
に
も
っ
と
も
必
要
な
も
の

応

て
い
ま
す
。
と
れ
は
大
村
耐
火
株
一
で
す
。
埋
蔵
量
は
約
五
百
万
ト
ン

式
会
社
が
耐
火
レ
ン
ガ
の
原
料
と
一
で
毎
月
約
一
万
ト
ン
の
耐
火
粘
土

し
て
シ
ャ
モ

ッ
ト
の
製
造
に
使
用
一
が
採
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。

大村市政だ

車
輪
に
滑
止
め
を
ど
を
つ
け
る

(中
央
公
民
舘
)

し
は
絶
対
し
な
い
。

料
、
路
面
の
形
が
中
高
に
な
っ

て
い
る
道
路
で
は
そ
の
頂
上
を
ま

た
い
で
、
前
万
の
車
両
に
特
に
注

意
を
払
っ
て
進
「
戸
ν、
行
き
違
う

一

際
は
必
ず
徐
行
す
る
。
ま
た
急
停
一

車
、
急
迂
折
、
急
加
速
、
ま
た
は
玄
室
く
見
き
わ
め
て
、
い
つ
で
一

っ
た
路
面
で
は
履
物
に
も
注
意
を

豪
華
、
急
激
な
変
化
持
与
え
一
も
停
車
で
き
る
方
法
で
運
転
す
る
子
る
ω

る
と
と
は
非
常
に
危
険
で
あ
る
。
一

側
、
凍
り
つ
い
た
雷
、
固
く
な
一
同
道
路
で
の
ス
ケ
ー
ト
そ
の
他

的
、
制
限
内
の
ス
ピ
ー
ド
で
も
一
っ
た
雪
の
上
で
は
タ
イ
ヤ
の
空
気
一
子
供
の
路
上
避
ひ
は
も
っ
と
も
危

道
路
の
交
通
の
状
態
や
周
囲
の
状
一
圧
を
低
く
す
る
こ
と
も
よ
い
。
低
一
険
で
あ
る
か
ら
絶
対
さ
せ
な
い
。

圧
の
必
-
接
が
な
く
な
「
た
ら
直
ち
一
料
、
雪
や
雨
が
降
る
と
き
は
、

に
も
と
の
圧
力
ま
で
空
気
を
補
充
一傘
や
頭
巾
で
視
界
を
妨
げ
や
す
い

す

る

。

一

の

で

、

道

路

を

歩

く
乙
と
は
車
に

付
、
年
末
年
始
等
の
飲
酒
運
転
一対
す
る
注
意
を
怠
ら
な
い
。

は

絶

対

に

し

な

い

。

一

科

、

非
常
に
寒
い
と
き
な
ど
凍

一
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、

沿
道

一
歩

行

者

そ

の

他

は

一

の

家

で

は
不
用
意
に
水
な
ど
を
ま

一
か
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

ω、
歩
行
す
る
と
き
は
交
通
道
一
側
、
と
そ
酒
等
に
酔
い
、
ふ
ら

徳
重
し
く
守
る
と
と
も
に
車
両
一
つ
き
た
が
ら
車
道
重
ら
な
い
。

の
ス
リ
ッ
プ
の
危
険
位
も
良
く
考
一
(
大
村
市
戸
通
安
全
協
会
、

大
村

ぇ、

右
と
左
巻
良
く
確
め
安
全
な
一
警
察
署
)

道
を
選
ぶ
よ
う
に
し
、
と
く
に
凍
一

と
も
に
つ
ぎ
の
乙
と
を
心
掛
け

て
運
転
す
る
乙
と
で
す
。

昨
年
叩
の
表
通
事
故
防
止
に
対
一

ず
る
行
事
や
指
導
訓
練
じ
は
皆
さ
一

ん
が
協
力
し
尽
力
し
て
い
た
だ
き
一

ま
し
た
が
、

市
内
で
は
不
事
に
し
一

て
、
十
一
月
末
ま
で
に
百
二
十
八
一

件
の
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
一
刷
、
凍
り
つ
い
た
積
雪
道
路
、

と
と
ろ
で
皆
さ
ん
に
は
再
三
お
一
ま
た
は
、
固
く
な
っ
た
雪
の
上
で

伝
え
し
て
お
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
一
は
空
回
転

t
滑
り
を
起
し
や
す
い

つ
ぎ
の
こ
と
が
.人
も
車
も
、
良
く
一
の
で
、
防
滑
チ
ェ
ー
ン
そ
巻
い
て

守
り
、
実

fFυ
て
い
た
だ
き
、
間
一

運
転
す
る
。

和
三
十
七
年
を
一
家
団
ら
ん
の
中
一
刷
、

雪
降
り
の
時
は
見
と
お
し

に
過
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
一
が
悪
い
上

ι、

げ

ま

す

。

一

ブ

レ

ー

キ

を

か

m一
冬
期
の
究
通
事
故
は
凍
っ
た
一
け
て
も
停
車
距

日
側
一
道
路
で
の
ス
リ
ッ
プ
あ
る
い
は
一
離
が
非
常
に
長

川
順
一

雪
や
鍔
の
た
め
、
視
界
が
と
ざ
一
く
な
り
、
ま
た

け
聾
さ
れ
て
起
る
も
の
が
き
、
本
一
ブ
レ
ー
キ
を
か

七
年
県
で
も
と
の
よ
う
な
事
故
発
生
す
る
と
ス
ク

l

川
間
箇
所
す
な
わ
ち
、
乙
巧
配
、
曲
一
タ
l
等
の
小
型

和

問

角
、
断
崖
、
絶
壁
等
が
多
く
危
一
車
は
横
転
す
る

昭

制

険

で

す

か

A
常
に
車
を
運
転
さ
一
危
険
慌
が
あ
る

制
れ
る
か
た
(
特
一
L
パ
ス
)
に
つ
一
の
で
、
ス
ピ

l

伺
い
て
は
そ
の
道
路
状
態
雫
品
く
一
ド
の
出
し
過
ぎ

知
っ
て
安
全
運
転
に
努
め
る
と
一
や
無
現
な
追
越

該
当
者
は
も
れ
な
く
出
席
を

運

転

者

は

μ山
町
嘗
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u
u
v
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:愈
日
目
日
成
人
式
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

-
月
十
五
日
は
成
人
の
日
で
す
。

①

式

典

乙
の
日
は
「
お
と
な
に
な
っ
た
と
②

講
演
長
崎
大
学
医
学
部

と
を
自
覚
し
、
み
ず
か

ら

生

き

ぬ

教

授
安
申
正
哉
氏

け
ん
銃
の
届

乙
う
と
す
る
青
年
を
祝
い
は
げ
ま
③
レ
ク
レ

l
シ
ョ
ン

出

は

早

め

に

す

」

た

め

の

祝
日
に
な
っ
て
い
ま
④
成
人
手
帳
贈
呈

市
民
の
皆
さ
ん
、
け
ん
銃
の
許
す
。
本
市
で
も
乙
と
し
新
し
ど
成
な
お
成
人
該

l
t
!
l
i

可
を
受
け
な
い
で
持
っ
て
い
る
人
に
な
ら
れ
る
千
一
一
十
三
名
の
社
当
者
は
悶
和
十

'
し

っ

か

り

や

れ

よ

か
た
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
大
掃
会
人
と
し
て
の
門
出
を
お
祝
い
す

六
年
一
月
十
六

ハ

成

人

の

日

H

一
月
十
五
日
)

除
な
ど
に
よ
り
発
見
し
な
が
ら
る
た
め
に
、
つ
ぎ
の
と
お
り
成
人
目
か
ら
十
七
年

届
出
を
怠
り
、
無
許
可
に
な
っ
式
な
ら
び
に
記
急
行
事
を
行
泡
い
一
月
十
五
日
ま

て
い
る
か
た
の
た
め
に
、
十
ニ
ま
す
の
で
、
該
当
者
に
は
直
接
案

で
に
生
ま
れ
た

月
十
五
日
か
ら
一
月
三
十
一
日
内
を
差
し
あ
げ
ま
す
が
、
も
し
、
人
で
す
。

ま
で
、
発
見
届
出
勧
奨
月
聞
を
も
れ
た
場
合
で
も
出
席
し
て
く
だ
(
市
教
蚕
社
会

設

け

る

と

と

に

し

て

い

ま

す

。

さ

い

。

教

育

諌

)

乙
の
期
間
に
屈
げ
ま
す
と
、
特

ム
と
き
一
月
十
五
日
午
前
九
時
山
SEg--EgEJ

別

な

取

扱

い

を

す

る

よ

う

に

し

三

十

分

か

ら

山

火

の

川

て
お
り
ま
す
の
で
、
許
可
の
な
ム
と
乙
ろ
大
村
市
中
央
公
民
館
山
有
心
山

い
け
会
を
持
つ

τお
ら
れ
る

ム
行
事

円
E

引
-

B

8
日
消
防
団
出
初
式

大
村
市
消
防
団
で
は
岡
和
三

十
七
年
出
初
式
を
つ
ぎ
の
と
お

り
行
な
い
ま
す
。
市
民
み
な
さ

ん
の
参
観
を
お
願
い
し
ま
す
。

ム
日
時
、
場
所
昭
和
一
一
一
十
七
年

一
月
八
日
午
前
九
時
三
十
分

県
立
大
村
闇
芸
高
校
週
節
騎

ム
式
絡
了
後
、

桜
田
の
堀
付
近

で
放
水
訓
練
を
行
な
い
、
絶

っ
て
か
ら
直
ち
に
申
央
公
民

舘
前
安
で
市
中
行
進
を
行
な

い
ま
す
。

間

(
消
防
本
部
)


